
勤務校の状況

１．入学者の推移

年度
在籍数

（4月当初）
クラス数 募集定員 入学者人数

入学者選抜で

「５号申請」を

提出した者

A B

平成13（2001） 228 8 70 70 1

平成14（2002） 215 9 70 72 1

平成15（2003） 246 10 105 105 6

平成16（2004） 291 11 120 125 8

平成17（2005） 362 13 160 167 12

平成18（2006） 364 14 120 146 9

平成19（2007） 354 15 140 140 20

平成20（2008） 355 16 140 140 28 51

平成21（2009） 362 16 140 143 26 55

平成22（2010） 395 16 140 144 26 67 70

平成23（2011） 414 16 140 139 20 69 75

平成24（2012） 396 16 140 144 17 63 82

平成25（2013） 396 16 140 125 18 79 97

平成26（2014） 400 16 140 137 25 84 109

平成27（2015） 350 16 140 89 27 83 110

平成28（2016） 297 16 140 86 30 87 111

平成29（2017） 264 15 140 73 22 95 107

平成30（2018） 232 14 140 71 13 85 95

平成31（2019） 198 14 140 49 24 72 84

２．日本語が母語でない生徒の入学数 （注：入学者のうち、入試において５号申請をした者の人数）

年度 入学者数

平成13（2001） 1

平成14（2002） 1

平成15（2003） 6

平成16（2004） 8

平成17（2005） 12

平成18（2006） 9

平成19（2007） 20

平成20（2008） 28 母語：中国語・１９、韓国語・１、タイ語・３、ベトナム語・１、タガログ語・４

平成21（2009） 26 母語：中国語・１９、韓国語・１、タイ語・３、ベトナム語・１、タガログ語・１、英語・１

平成22（2010） 26 母語：中国語・２３、タイ語・２、タガログ語・１　　　　他に５号申請しなかった者　３名

平成23（2011） 20 母語：中国語・15、タイ語・1、タガログ語・2、スペイン語2　他に５号申請しなかった者　６名

平成24（2012） 17 母語：中国語･11、タイ語･1、タガログ語･3、ネパール語2、　他に５号申請をしなかった者、３名

平成25（2013） 18 母語：中国語９、タガログ語７、ポルトガル語１、スペイン語１、他に５号申請をしなかった者４名

平成26（2014） 25 母語：中国語9、タガログ語9、タイ語1、ミャンマー語2、ネパール語1,ポルトガル語2、スペイン語1、申請なし１０

平成27（2015） 27 母語：中国語20,タガログ語5､ベトナム語1、ポルトガル語1　申請なし５

平成28（2016） 30 母語：中国語18、タガログ語7、タイ語4､ネパール語1　　申請なし ４

平成29（2017） 22 母語：中国語12、タガログ語6、タイ語2、ネパール語1、ポルトガル語1  申請なし 11

平成30（2018） 13 母語：中国語6、タガログ語5、ネパール語1、英語1  　　申請なし12

A･･･日本語を母語としない者

B･･･外国につながる者　（A＜B）

C･･･B／在籍　％

＊「５号申請」･･･神奈川県の入学者選抜では、来日6年以内の受検生は学力検査問題の漢字へのルビ振りや試験時間

延長などが申請できることになっている。その申請書が「第５号様式」と呼ばれるもの。

＊「５号申請」を出した者の人数は、「日本語を母語としない生徒」の数とほぼ一致するが、完全には一致しない。

＊「外国につながる生徒」とは、たとえば日本生まれ・日本国籍だが、両親のどちらかが外国の方、という生徒まで範囲を

ひろげて考えている。学習で課題がなくても、保護者の面談などで配慮が必要なケースがある。



平成31（2019） 24 母語：中国語４、タガログ語９、ネパール語７、ベトナム語1、ポルトガル語１、その他２  　　申請なし3

３．2019年度 日本語が母語ではない生徒・学年別（4月1日現在）

1年次 25 他に、「外国につながる生徒」：４　　

2年次 19 他に、「外国につながる生徒」：６

3年次 26 他に、「外国につながる生徒」：１

4年次 2 他に「外国につながる生徒」：１

計 72 他に、「外国につながる生徒」：１２　　前年度は８５名（他に「外国につながる生徒」：１０）

（注：「外国につながる生徒」としたのは、両親のどちらかが外国籍である者･･･生徒カード等で確認）

４．2018年度の異動 ＊外国籍・「つながる生徒」の計

卒業　２６名 （３卒１７名、４卒９名）

退学　１４名 （１年７名、２年２名、３年２名、４年３名）、他に転学１名（２年）

原級留置５名 （１年１名、２年１名、３年３名）
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（注：入学者のうち、入試において５号申請をした者の人数）

母語：中国語・１９、韓国語・１、タイ語・３、ベトナム語・１、タガログ語・１、英語・１

母語：中国語・２３、タイ語・２、タガログ語・１　　　　他に５号申請しなかった者　３名

母語：中国語・15、タイ語・1、タガログ語・2、スペイン語2　他に５号申請しなかった者　６名

母語：中国語･11、タイ語･1、タガログ語･3、ネパール語2、　他に５号申請をしなかった者、３名

母語：中国語９、タガログ語７、ポルトガル語１、スペイン語１、他に５号申請をしなかった者４名

母語：中国語9、タガログ語9、タイ語1、ミャンマー語2、ネパール語1,ポルトガル語2、スペイン語1、申請なし１０

母語：中国語12、タガログ語6、タイ語2、ネパール語1、ポルトガル語1  申請なし 11

A･･･日本語を母語としない者

B･･･外国につながる者　（A＜B）

C･･･B／在籍　％

＊「５号申請」･･･神奈川県の入学者選抜では、来日6年以内の受検生は学力検査問題の漢字へのルビ振りや試験時間

延長などが申請できることになっている。その申請書が「第５号様式」と呼ばれるもの。

＊「５号申請」を出した者の人数は、「日本語を母語としない生徒」の数とほぼ一致するが、完全には一致しない。

＊「外国につながる生徒」とは、たとえば日本生まれ・日本国籍だが、両親のどちらかが外国の方、という生徒まで範囲を

ひろげて考えている。学習で課題がなくても、保護者の面談などで配慮が必要なケースがある。



母語：中国語４、タガログ語９、ネパール語７、ベトナム語1、ポルトガル語１、その他２  　　申請なし3

他に、「外国につながる生徒」：１２　　前年度は８５名（他に「外国につながる生徒」：１０）

（注：「外国につながる生徒」としたのは、両親のどちらかが外国籍である者･･･生徒カード等で確認）


